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図１  九戸城跡の航空写真
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３　これまで得られた研究の成果
　本研究では，バーチャルリアリティ用のHMD（HTC 
Vive）上で，製作した九戸城のVR（図２）を実装した．
HTC Viveのポジジョントラッキングにより，VR体験
者がVR空間内で自由自在に移動し，Viveコントローラ
のスイッチを利用して，事前に撮影した全天球映像と切
り替えて表示できるため，現在と当時を比較することが
できる．図３は，現在の土塁と当時の土塁の高さの差異
を再現したものを示す．
　試作した九戸城跡のVRを九戸城エントランス広場で
関係者に公開し，観光案内（ボランティアガイド）担当
者に実際に体験する機会を設けた．図４は，九戸城エン
トランス広場および広場内でのVR体験の様子を示した
ものである．体験者から，これまでとは違う歴史体験を
楽しむことができ，ガイドで説明できない部分を補うこ
とが期待できるという意見が多かった．なお，現在作成
した九戸城のVRはHTC Vive上で動作を最適化してい
るが，スマートフォン（AndroidおよびiOS）上で動作
させることが可能であることが確認されている．ただし，
モバイル機器のグラフィックス描画能力が非力なため，
CGのコンテンツを低解像度化や表示するCGオブジェク
ト数を減らすなどの対策が必要である．
４　今後の具体的な展開
　VRによる九戸城とその周辺環境の再現は文化財の
ディジタルアーカイブとして大きな意義がある．歴史的
建造物を次世代に語り継ぐという目的だけでなく，岩手
県二戸市および周辺市町村の観光地への観光客誘致に大
きく貢献できる．また，本研究におけるVRシステムの
工夫により，容易にCGコンテンツを改善・追加するこ
とが可能になり，持続的に九戸城跡のVRを運用するこ
とが可能になる．また，制作したCGコンテンツやバー
チャルリアリティ空間内の観光案内を多言語化すること
で，外国人観光客の誘致も期待できる．市が進めている
九戸城地域の官民連携による地方創生に寄与することが
期待される．最終的に，先端的観光客誘致モデルとして，
本事業を近隣観光地にも適用し，二戸市を始め，岩手県
の観光産業を活性化することができると考えられる．
５　報道実績
　本研究の成果は，「九戸城VR技術で復活」（デー
リー東北新聞社）や「九戸城をVR技術で再現」（ヤ
フーニュース），「九戸政実いかした地域おこしに一
丸」(朝日新聞)，「ＶＲ技術でリアルによみがえる九
戸城」（河北新聞），「おばんですいわて」（NHK盛
岡），「ニュースプラス１」（テレビ岩手）などで報道
されている．
図３　現在と過去の風景（井戸のある箇所）
図４　試作した九戸城跡のVRの成果報告会
図２　VRで再現した九戸城（本丸と二の丸）
